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埼
玉
県
防
災
メ
ー
ル
に

ご
登
録
く
だ
さ
い

　

埼
玉
県
で
は
防
災
に
関
す
る
情
報
を
メ
ー
ル

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
配
信
す
る
情
報

○�

気
象
庁
に
よ
る
県
内
の
気
象
注
意
報
・
警
報

○�

県
内
で
発
生
し
た
震
度
３
以
上
の
地
震
に

関
す
る
情
報

○
そ
の
他
、
防
災
に
関
す
る
情
報

▼�

登
録
方
法　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

saitam
aken@

jijo.bosai.info

に
空

メ
ー
ル
を
送
り
、
届
い
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ

ス
す
る
と
登
録
で
き
ま
す
。

※�

バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
機
能

付
き
携
帯
電
話
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

県
消
防
防

災
課
応
急
対
策
・
訓
練
担
当
☎
０
４
８―

８
３
０―

３
１
８
０

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

▼�

受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
高
等
学
校
の
土
木
工
学
科
ま
た
は
こ
れ
に

相
当
す
る
課
程
を
修
了
し
て
卒
業
し
た
方

②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
で
、
排
水
設
備

工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施
工
に
関
し
、

１
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

③
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施
工

に
関
し
、
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す

る
方

④
①
～
③
に
準
ず
る
方

▼�

試
験
日　

11
月
14
日
㈰

▼�

試
験
会
場　

埼
玉
工
業
大
学
（
深
谷
市
普
済

寺
１
６
９
０　

高
崎
線
岡
部
駅
よ
り
徒
歩
10

分　

※
試
験
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。）

▼�

受
付
期
間　

9
月
6
日
㈪
～
30
日
㈭
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼�

申
込
方
法　

9
月
1
日
㈬
か
ら
下
水
道
課
窓

口
（
水
道
庁
舎
１
階
・
前
谷
１―

１
）
で
配

布
し
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
受
験
案
内
に
同
封
さ
れ
て
い
る
封
筒

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

そ
の
他　

試
験
は
２
年
に
１
度
の
実
施
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

同
課
普
及
促
進
担
当
☎

５
６
４―

０
３
０
３

井
戸
水
を
公
共
下
水
道
へ
排
水

す
る
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

下
水
道
区
域
内
で
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る

方
が
公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
場
合
は
、
市
へ

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
使
用
者
や
井

戸
水
使
用
人
数
な
ど
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
も

届
け
出
が
必
要
で
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
業
務
担
当
☎

５
６
４―

０
３
０
３

荒
川
の
堤
防
除
草
は

年
２
回
に
な
り
ま
す

　

荒
川
上
流
河
川
事
務
所
で
は
、
堤
防
の
安
全

を
確
認
す
る
た
め
、
年
３
回
の
除
草
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
経
費
節
減
な
ど
の
理
由
か
ら
梅

雨
時
期
（
５
～
６
月
ご
ろ
）
と
台
風
期
（
８
～

９
月
ご
ろ
）
の
２
回
に
変
更
し
ま
す
。

　

河
川
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
荒
川
上
流
河

川
事
務
所
管
理
課
☎
０
４
９―

２
４
６―

６
３
６
４

15

　地震は台風や集中豪雨な
どと違い予測不能で、いつ
発生するか分かりません。
　また、災害に直面しても
消防機関などの救援隊がす
ぐに来るとも限りません。
普段から家族や地域の皆さ
んと話し合い、震災に備え
るとともに、慌てることなく冷静に状況を判断し、的
確に行動しましょう。

自分の身は自分で守りましょう

　まずは、自分の身を守るため次のことを心掛け、揺
れが収まったら、周りの状況を確認し、落ち着いて
行動しましょう。
・丈夫な机やテーブルなどの下に隠れる
・戸を開けて出口を確保する
・慌てて外に飛び出さない

みんなでまちを守りましょう

　建物の倒壊などの被害が広範囲で発生した場合、
地域の皆さんが協力して初期消火、被災者の救出を
行うことにより被害を少なくすることができます。阪
神淡路大震災では、約８割の方たちが近所の方々に
救出されたという報告があります。

地震ハザードマップを活用しましょう

　市では、「深谷断層による地震」の想定被害を基に
した地震ハザードマップを作成し各家庭に配布しまし
た。いざというときのための避難経路や避難所など
の確認にご活用ください。※地震ハザードマップは市
ホームページ（防災情報）でも確認できます。
▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線２８２）

あなたとあなたの大切な家族を
地震から守るために


